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はじめに

世界的な人口増加に伴う穀物需要の増大や原料産出国の輸出制限に、

急激な円安も相まって、肥料価格は秋肥で約１.４倍に高騰し、その先

行きが見通せないことから、農家は経営に不安を感じており、とりわけ、

担い手ほど経営に与える影響は大きいものとなっております。

また、食料の大半を輸入に頼る我が国においては、穀物価格の高騰の

みならず、国内生産に必要な肥料原料等の調達にも影響が出始め、食料

安全保障が大きくクローズアップされるなど、多方面に波紋を広げてお

ります。

今般の肥料価格高騰は長期化することが危惧されており、肥料の調達

コスト低減や効率的な施肥など、農業経営全体でコスト増を吸収してい

くことが重要であることから、土壌診断に基づく適正な施肥や、土壌中

の蓄積が多い高価なリン酸肥料の抑制など、施肥量のムダを省き、コス

ト低減につながる技術対策を早急に進めていく必要があります。

また、多くの農家が国の「肥料価格高騰対策」の助成を受けつつ、化

学肥料の低減に取り組むことができるよう、統一的なマニュアルを基に、

ＪＡ部会等での取組を促し、裾野を広げていくことが重要です。

こうした背景を踏まえ、本県が引き続き、我が国の食料供給基地とし

ての役割を果たし、農家が持続的に営農できるよう、この度、必要な技

術対策等を「秋田県施肥低減マニュアル」として取りまとめたので、化

学肥料低減体系への転換に向け、各地域における施肥設計や栽培暦の作

成、各般の技術指導等に御活用ください。
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